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善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
福
祉
団
体
等
へ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ　
　

  

＝
１
万
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・ 

株
式
会
社
三
井
組（
三
井
福
成
代
表
取
締
役
）

　

   

＝
瓜
幕
駅
舎
記
念
広
場 

屋
外
時
計
２
個

▽
福
祉
団
体
等
へ

・
村
木
強　
　
　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
寺
井
政
子　
　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
木
俣
君
子

　

 　

＝
リ
ン
グ
プ
ル
、
古
切
手
１
３
４
５
枚

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　

 

＝
リ
ン
グ
プ
ル
、
古
切
手
２
５
３
枚

・
西
本
フ
サ　
　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
今
年
の
干
支
「
辰た

つ

」
を

か
た
ど
っ
た
鹿
追
焼
で
す
。

　
「
辰
」
本
来
の
読
み
は
「
し
ん
」
で
、
原
字

は
「
蜃
」。
草
木
が
盛
ん
に
成
長
し
形
が
整
っ

た
状
態
を
表
す
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
後

に
、
神
話
上
の
動
物
で
あ
る
龍
が
割
り
当
て

ら
れ
ま
し
た
。
十
二
支
で
唯
一
、
想
像
上
の

動
物
で
す
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口

11 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

松里　康昭さん　＝　阿部　　恵さん

中村　俊介さん　＝　田坂　有紀さん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

早川栞
か の こ

乃子ちゃん　昌映　いずみ野区

日吉　虹
ななと

翔くん　　秀典　新光３区

添谷ここみちゃん　達治　下鹿追３班

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

加藤　省二さん　 74歳　 曙区
三宮　文二さん　 90歳　 新和区

亡

窓

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

あなたの声をまちづくりに！
～ やまびこメール ～

　皆さんがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　yamabiko@town.shikaoi.lg.jp

企画財政課 広報広聴係

新年交礼会のご案内
　１月５日に、下記のとおり「新年交礼会」を開催いたします。

なお、入場は無料ですので、多数の方のご来場をお待ちして

います。

　■日　時　１月５日（木）午前10時から

　■会　場　鹿追町民ホール

　■その他　入場無料です。

　　総務課 総務係（☎66-2311 内線163）

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  11月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,433戸  （－  8）
　人　口　　5,655人  （－13）
　　男　　　2,779人  （－  8）
　　女　　　2,876人  （－  5）

エ
ッ
セ
イ

　

緑
や
黄
み
ど
り
の
芽
が
少
し
見
え
て
き
た
花
畑
に
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
ピ

ン
ク
が
一
つ
だ
け
咲
い
て
い
る
。
そ
の
傍
に
今
日
は
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
よ

う
。
そ
う
思
っ
て
い
る
矢
先
に
電
話
だ
っ
た
。

　

「
お
は
よ
う
、
し
ば
ら
く
だ
ね
。
分
か
る
か
い
？  

あ
ん
た
に
渡
そ
う
と

思
っ
て
着
物
持
っ
て
来
た
か
ら
、
今
日
は
家
に
い
る
か
い
？
」
と
。

　

岩
見
沢
に
住
む
叔
母
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
喋
っ
た
。
今
回
は
、

こ
の
町
に
居
る
人
た
ち
と
ク
ラ
ス
会
と
の
こ
と
で
、
叔
母
の
実
家
で
も
あ

る
叔
父
の
所
へ
来
た
と
い
う
。

　

今
日
は
花
を
植
え
午
後
か
ら
は
会
合
が
あ
る
し
、
あ
ず
ま
し
く
な
い
の

で
、
夕
方
叔
父
の
所
ま
で
出
向
く
こ
と
に
し
た
。

　

妹
を
誘
い
、
二
人
で
行
っ
て
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
食
卓
を
囲
み
、

久
し
ぶ
り
に
皆
で
話
が
弾
み
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

私
に
渡
す
着
物
と
い
う
の
は
、
以
前
に
亡
母
が
叔
母
へ
譲
っ
た
物
と
か

で
、
紫
系
の
柄
の
良
い
物
だ
っ
た
。「
こ
れ
は
ね
、
あ
ん
た
の
母
さ
ん
か

ら
買
っ
た
物
で
、
高
価
な
品
な
ん
だ
よ
。
柄
も
良
い
し
勿も
っ
た
い体

な
い
と
思
っ

て
さ
、
一
回
で
も
絶
対
に
着
な
さ
い
よ
、
本
当
に
良
い
着
物
な
ん
だ
か
ら

ね
」
と
、
半
ば
命
令
調
で
言
っ
た
。
な
ぜ
か
妹
と
目
と
目
が
合
っ
て
二
人

で
ニ
ヤ
リ
。

　

最
近
は
、
日
本
古
来
の
着
物
文
化
も
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
、
着
物

は
特
別
な
時
で
な
い
限
り
着
る
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
、
叔
母
の
好
意
と
思

い
貰
っ
た
。
洋
服
に
で
も
仕
立
て
直
そ
う
と
思
う
。

　

は
っ
き
り
物
事
を
言
う
叔
母
、
明
日
は
ク
ラ
ス
会
と
張
り
切
っ
て
い
る

八
七
歳
の
姿
は
、
な
ん
と
も
頼
も
し
く
も
見
え
た
。

着
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
町
１
丁
目　
　

五
十
嵐　

利
子

冬
来
た
り
寒
さ
覚
え
る
生
活
は

　
　
　
　
　
　

が
ま
ん
の
こ
こ
ろ
キ
ュ
ン
と
痛
む　
　
　
　

早
川
モ
モ
子

幼
な
き
日
晦
日
の
朝
に
姉
た
ち
と

　
　
　
　
　
　

寒
さ
こ
ら
え
て
掃
除
手
伝
う　
　
　
　
　
　

佐
藤　

悦
子

師
走
な
り
早
く
去
り
た
し
明
け
る
年

　
　
　
　
　
　

楽
し
き
こ
と
の
多
く
あ
り
し
を　
　

 　
　

  

西
垣
恵
美
子

一
年
中
師
走
の
ご
と
く
せ
わ
し
な
く

　
　
　
　
　
　

さ
り
と
て
師
走
せ
わ
し
く
も
な
し　
　
　
　

森
住　

陽
子

短
歌
会
詠
草

暮
早
し
星
が
出
た
よ
と
夫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

夏
美

全
力
で
数
多
の
野
菜
冬
囲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
千
保
子

初
雪
の
野
に
木
々
の
影
草
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上　

加
代　

小
春
日
や
花
嫁
と
な
る
子
の
門
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
秋
と
も
女

四
季
の
会

薪
割
り
の
音
が
聞
ゆ
る
冬
隣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

陽
三
郎

山
里
の
不
況
の
う
越
え
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埴
渕　

洋
子

満
点
の
テ
ス
ト
か
か
え
て
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
辺
て
つ
子

駈
け
足
で
犬
と
の
散
歩
冬
隣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

裕
美

し
か
ぶ
え
吟
社
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余
生
な
ど
な
か
り
し
母
の
菊
枕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
俣　

君
子

雪
お
こ
し
思
わ
ず
枕
だ
き
か
か
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　

健
一

枯
れ
葉
踏
む
足
を
せ
か
せ
る
散
歩
み
ち　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
夫

白
寿
大
学
俳
句
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